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information　  第39回日本診療放射線技師学術大会（39 thJCRT）
第30回東アジア学術交流大会（30thEACRT）

熊本への道 Go To KUMAMOTO

大会長　西小野　昭人
（一般社団法人熊本県放射線技師会 会長）

第1回

学術大会開催のお知らせ
　第39回日本診療放射線技師学術大会を、2023年9月29日（金）から10月1日（日）までの3日間、熊本城ホールで開
催致します。今回は東アジア学術交流大会（East Asia Conference of Radiological Technologists：EACRT）も開催さ
れる国際大会となります。

　本大会は、日本診療放射線技師会のスローガン�®タスク・シフト／シェアに伴う業務拡大を推進しよう�¯ の下、サブ
タイトルとして�®復興の地からはじまる技術革新�¯と定め、皆さまを熊本へお迎えすべく準備を進めています。

　さて、�®復興の地からはじまる技術革新�¯ というサブタイトルを選んだ理由として、2016年4月の熊本地震で全国の
会員の皆さまからたくさんのご支援を頂いたことを受け、何かしらの恩返しがしたいという思いで熊本県の実行委員の
間で決定致しました。ポスターデザインは見ていただくと分かると思いますが、�®ONE PIECE 麦わらの一味�¯ の銅像を
配置しています。これは熊本地震から復興に向かう熊本に対し、尾田栄一郎氏から�®必ず助けに行く�¯ とメッセージを
頂き立ち上がった�®ONE PIECE 熊本復興プロジェクト�¯ の一環で建造された銅像で、熊本県内に10体存在します。会
場からそう遠くない場所に設置されたものもありますので、ぜひ、ご覧になっていただければと思います。

　全ての参加会員の皆さまにご来熊いただきたいところですが、まだ
まだ新型コロナウイルスの影響は残っています。しかしながら、学術
大会のスタイルは大きく変わり、ハイブリッド開催も当たり前になっ
てきた今日、本大会もハイブリッド開催とし、現地参加できない会員
にも新たな技術について学んでいただけるように準備をしてまいりま
す。多くの皆さまの演題登録とご参加をお待ちしています。
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執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日、創立記念日（7月13日）および年末年始（12月29日～1月3日）は
執務致しません。

事務所
案内

information
11月・12月の講習会などスケジュールのご案内
■ Ai（死亡時画像診断）症例報告会： Web開催  2022年12月3日（土）

【e-ラーニング（ストリーミング方式）】

■告示研修（基礎研修） 2021年7月31日（土）午前0時から申し込み受け付け
※お申し込み成立の日から告示研修終了まで何度でも視聴いただけます。

■認定資格の取得を目指す在宅講習
・ラダーレベル3

2022年11月30日（水）午後11時59分まで申し込み受け付け
※各認定資格試験日前日まで何度でも視聴いただけます（認定資格試験：2023年1月29日（日））。

■認定資格失効者講習会（在宅）

2022年12月20日（火）午後11時59分まで申し込み受け付け
※お申し込み成立の日から2023年1月28日（土）まで何度でも視聴いただけます。

■  放射線診療に従事する者に対する診療用
放射線の安全管理のための研修

■オンラインセミナー（在宅）
・ラダーレベル1、2
・マネジメントラダーレベル3

■ Ai認定講習会

「業務拡大に伴う統一講習会」「診療放射線技師基礎講習 基礎技術コース（会場型）」「告示研修（実技研修）」の開催日程につきましては、
ホームページで随時更新しておりますので、そちらをご参照ください。

■「業務拡大に伴う統一講習会」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/2022_schedule.html
■「診療放射線技師基礎講習 基礎技術コース（会場型）」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/ib0rgt00000081c3.html
■「告示研修（実技研修）」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/kokuji_schedule_2022.html

　Network Now「五感」の原稿を依頼されたことから改め
て「五感」をググってみたところ、「動物やヒトが外部からの
情報を感じ取るとき、目・耳・鼻・舌・皮膚という感覚器から
感じる、視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚という五つの感覚」と
のことであった。
　「五感」を調べると、常に五感以外の感知能力として「第六感」
が出てくる。「第六感」は、五感では説明できない感覚のこと
で勘（直感）・予感・霊感などの6番目の感覚といわれるもの
であり、私的には非科学的なものという印象を受ける。
　この「第六感」に似たものに世間では「女の勘」といわれる
ものがあり、男性諸氏では普段の生活の中で女の勘は鋭いと痛
感することも多々あろう。実は「女の勘」が鋭いのは科学的に
解明されるという説もあり、右脳と左脳をつなぐ脳梁が女性の
方が太いので、五感の情報を一度にたくさん処理できることか
ら必然的に情報処理能力が高くなり、結果、物事の本質を言い
当てられるということのようである。「第六感」というのはス
ピリチュアル的なものではなく、五感から得た情報を整理し、
まとめる能力ではないかといわれるのも納得できる。

　われわれの業務にも「第六感」が大いに生かされる場面があ
る。それは危険予知といわれるもので、ポータブルで廊下を走
行中、「交差点、曲がった先に患者さんがいてもぶつからない
ようにゆっくり走行しよう」「車椅子の患者さん、状態が悪そ
うなので立位はやめて座位で撮影しよう」など、「第六感」を
フルに生かしてミスや事故を未然に防止する危険予知能力が求
められている。
　「第六感」は全くの勘ではなく、五感から得られた情報をま
とめ判断する能力であれば、日頃から鍛えたり磨いたりして業
務に生かすよう心掛けてもらいたい。
　先日、某医療大学の評議員会に出席した。「あれ、あの職能
団体会長とあの団体の会長、随分親しそうに話をしてるな」「あ
れ、あの団体の会長の席、以前より上がってるな」、五感から
感じる情報に「うち（診療放射線技師会）はこのままで大丈夫
なのか？」「もっと大学や他団体と積極的に交流し、良い関係
を構築しなければマズイんじゃないのか」─私の中の職能団
体代表としての第六感が危険予知アラートを発している。
 （文責：界外 忠之）

五 感 f i v e  s e n s e sシリーズ・連載
s e r i e s  s e r i a l i z a t i o n第 六 感 で危 険 予 知


